
　

こ こ にも 、 一つの物語。

広報かわねほんちょ う 1 21 3

たう んと ぴっ く す川 根 本 町 の ま ち の 話題

1 /1 4 寸又峡の夢のつり 橋が通行再開
４ カ月ぶり の再開。県内外から観光客が訪れる

玉串を奉納し 安全を祈願する薗田町長

　 昨年９ 月の台風第１ ５ 号の

被害を受け、 通行止めになって

いた寸又峡の「 夢のつり 橋」 が、通行を再開し まし た。

　 再開を前に執り 行われた安全祈願祭では、 薗田靖

邦町長をはじ め関係者ら が玉串を奉納し 、 吊橋の安全

と 寸又峡温泉街の振興を願いまし た。

　 こ の日は県内外から 観光客が訪れ、 吊橋から の景色

を楽し みまし た。 家族と 訪れた北
き た だ

田恵
え り か

理香さ ん（ 地名

区） は「 吊橋の再開はと ても う れし い。 あいにく の雨

模様だけど幻想的で、 息子と 一緒に楽し めた」 と 話し

まし た。

1 /2 7受験生の頑張り を大鐵も 応援
中学校３年生に高校受験を祈願して護摩木と すべらない砂寄贈

護摩木はSLの「 かま」で燃やさ れ合格を祈願し ます

　 本格的な受験シーズンを前に、 大井川

鐵道株式会社は車両の安全確保のために

使う「 すべら ない砂」と 願いごと を記入する「 護摩木」

を町内中学校の 3 年生にプレ ゼント し ま し た。

　 生徒たちは、 護摩木に受験に対する 意気込みや高

校生生活への展望など を 思い思いに書き 込んでいま

し た。

　 中川根中学校の湯
ゆ ぐ ち り ょ う すけ

口凌祐さ ん（ 地名区） は「 お守

り と し てすべら ない砂を 受検会場に持っ て行き たい

と 思う 。 志望校合格を 目指し て勉強に励みま す」 と

意気込みを語り ま し た。

2 /3節分の意味学び、楽し く 豆まき
町内の保育園で節分にちなんだ行事を開催

イワシの頭と ヒ イラ ギの葉でやいかがし 作り に挑戦

　 町内の保育園で、 2 月 3 日の「 節分の日」 に合わせ

て、 園児がその風習を体験する 行事が行われまし た。

　 桜保育園では、 地域住民から いただいた柊と 香花を

使い、 イ ワ シの頭をつけた「 やいかがし 」 を作り 、 各

保育室の入口に飾り まし た。

　 その後、 鬼が登場する も 、 やいかがし を見て逃げ帰

って行き まし た。 その姿に「 やいかがし ってすごいん

だね」 や「 鬼が保育園に入ってこ ないよ う に、 外の門

にも つけよ う ！」 と 驚く 園児たちでし た。

　 また、 園長が炒った香花で園児たちの頭や体をなで

てお祓いをし たり 、 福の神がお菓子をプレゼント し た

り し て節分の日を祝いまし た。
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連携で文化財を火災から守る
月２６日の「 文化財防火デー」に合わせて町内でも消防訓練を実施1

山門の消火訓練を、参加者全員で連携し て実施

　 町指定有形文化財の「 智満寺」（ 上長尾区） で、 文

化財消防訓練が実施さ れ、 島田消防署川根北出張所

や町消防団、自主防災会から 約６ ０ 人が参加し まし た。

　 訓練は、 山門付近から の出火を 想定し て行われま

し た。 火災を 発見し た地元住民の通報によ っ て駆け

付けた消防隊員が建造物を 保護する 「 ウ ォ ータ ーカ

ーテン（ 水幕）」 を 施すと と も に、 消防団や自主防

災会と の消火活動の手順を確認し ま し た。

　 川根本町消防団の井
い ぐ ち

口晶
ま さ ひこ

彦団長は「 被害を 防ぐ た

めには、 住民・ 消防団と の連携が不可欠。 気づいた

点は、 参加者で共有し ていき たい」 と 話し ま し た。

(一社)エコ ティ かわね
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エコ ティ 日記

手作り の豆腐を作っていただきましょ う ！

「 畑を丸ごと 味わう 会」を開催しました

　 昨年の 12 月、 豆腐作り のプログラ ムを開催し まし た。

「 手作り し たも のを食べてみたい」 と いう 思いで、 地域の

方に教わり ながら 、 自分たちで豆腐を 作っ てみたのがき

っ かけです。 材料は、” 大豆” と ” にがり ” の２ つだけ。

と ても シンプルですが、 完成し た豆腐は大豆の味を 濃く

感じ まし た。

　 今回使用し た大豆は、 矢野が川根本町で大切に育てた

も のを 使用し まし た。 大豆は豆腐を はじ め、 味噌やし ょ

う ゆなど暮ら し に欠かせない食材のひと つです。 今後も

プログラ ムを 通し て、 大豆の魅力を 伝えていき たいと 考

えています。

　 耕作放棄地が増えている川根本町で、 こ う し た新たな

農産物を生み出し 、 手作り のも のを日々の暮らし に加える

こ と は、 小さ な幸せと 豊かさ を感じ るこ と ができるのでは

ないでし ょ う か。 今回のプログラ ムを通し て、 小さ な町だ

から こ そたく さ んの“ つながり ” があり 、 実現し たいこ

と が叶う と いう のも 、 川根本町の魅力だと 感じ ています。

奥
お く の

野 雅
ま み

海 さ ん（ 梅高区）

▶ エコ テ ィ かわね監査
員。 カイ ロ プラ ク タ ーと
し て、 町の講座な ど で
健康に関する 知識の普
及や、 体験を 通し て 健
康意識を 高める 活動を
行っている 。

豆腐作り イ ベント の様子

「 町の自然資源を活かし た地域観光事業」 に取り 組む一般社団法人エコ ティ かわね。

今月は、 奥野雅海さ んと 矢野悠佳さ んにお話を聞きまし た。

矢
や の

野 悠
ゆ か

佳 さ ん（ 下泉区）

▶ ha jim ari yuu と い う
屋号で、 町内で多種多品
目の野菜を栽培、 販売し
ている。 人間の体を 作っ
ている のは食事だから こ
そ「 食と 暮ら し 」 を 大切
にし たいと 思い、 野菜作
り を始める 。
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